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研究成果の概要：SARC-Fが急性期高齢入院患者でサルコペニア（骨格筋量減少と筋力低下を呈する病態）のスク
リーニングツールとして妥当か検証した．1689例を対象とし，原著論文を英文誌に発表した．SARC-F≧4がサル
コペニアのスクリーニングツールとして妥当であることを見出した．また，SARC-Fが急性期病院入院中の転倒と
いう転帰を予測することを見出した．

研究分野： 栄養学および健康科学関連
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢者はサルコペニアに陥りやすいことが知られている．SARC-Fは侵襲的な検査が不要な質問紙票を用いるスク
リーニングツールであり，今回の研究で有用性が検証された．そのため，SARC-Fを利用し入院患者のサルコペニ
ア診断プロセスを入院後直ちに始められる．そして，サルコペニア患者を早期に同定し適切な介入につながり，
入院中の老年栄養学的転帰を改善できる可能性がある． 
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１．研究の目的 
高齢者はサルコペニア（骨格筋量減少と筋力低下を呈する病態）に陥りやすいことが知られて
いる．また，サルコペニアは，入院期間の延長，再入院率の増加，合併症の増加，死亡率の増
加，在宅復帰困難など負のアウトカムにつながることが報告されている．地域在住高齢者にお
いて，サルコペニアは転倒しやすさと関連していることも報告されている．  
 サルコペニア診断フローは近年 update され，SARC-F 等のスクリーニングツールを第一次
評価に使用することが求められている．しかしながら，SARC-F を用いた研究はほとんどが地
域在住高齢者を対象としたものであり，入院高齢者のサルコペニア診断に有用であるかどうか
はわかっていない． 
 本研究では，急性期病院入院患者におけるサルコペニア診断に，SARC-F 使用が有用か検証
することを目的とした．SARC-F は侵襲的な検査が不要な質問紙票を用いるスクリーニングツ
ールである．有用性が検証されれば，SARC-F を利用し入院患者のサルコペニア診断プロセス
を入院後直ちに始めることで，サルコペニア患者を早期に同定し適切な介入につながり，入院
中の老年栄養学的転帰を改善できる可能性がある．  
 
２．研究成果 
（１）SARC-F が急性期入院患者でサルコペニアのスクリーニングツールとして妥当か 1689
例を対象とした原著論文を英文誌に発表した．SARC-F≧4 は、入院中の高齢 
者におけるサルコペニアのスクリーニングツールとして適していることを見出した． 
（２）サルコペニア診断で低骨格筋量評価にはコンピュータ断層撮影(CT)がゴールドスタンダ
ードと知られている．腹部 CT を撮影していない人でも，胸部 CT の撮影 
画像から低骨格筋量評価ができるようにするために，364 例分析をし，胸部骨格筋面積から腹
部骨格筋面積の予測式を算出した．そして，原著論文を英文誌に発表した．第 12 胸椎から第 3
腰椎へ変換する予測式を見出した． 
（３）高齢リハビリテーション患者 315 例を対象に，麻痺の有無も考慮した四肢骨格筋量推定
式を開発し，研究論文を英文誌に発表した．特別な機器を必要としない 
ため，この推定式は高齢者のサルコペニアの診断に有益であると考えられる． 
（４）SARC-F は院内転倒を予測するか 10453 例で分析し原著論文を英文誌に発表した．
SARC-F≧2 は，有害な臨床転帰である院内転倒を予測することを見出した． 
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